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２学期が始まりました。子ども達の変化に気づきを。  校長 酒井 一昭 

夏休みも終わり、静まりかえった学校に子どもたちの元気な声が戻って 

きました。子どもたちはどんな夏休みを過ごしたのでしょうか。 

夏休み中、子どもたちに大きな事故の報告はなく、保護者、地域の皆様 

のご支援・ご協力のおかげと深く感謝申し上げます。まだまだ暑い日が続 

きます。学校でも熱中症対策として ＷＢＧＴの数値の確認、校舎外での 

活動の制限、水分補給や休憩を定期的にとるなどの取り組みを続けてまい 

ります。２学期も引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 
 
長い夏休みを過ごし、子どもたちは様々な成長をしてくることでしょう。 

貴重な経験を通して新たな視野を持つようになったり、続けることや積み上げることで確かな力を蓄えたり、見

違えるほどの成長を見届けることもあります。たくさんの時間があったので、良いことも悪いこともあったこと

でしょう。 

学校として、これから注意深くしていかなくてはならないのが、始業後の子どもたちの様子だと考えています。

しっかりと子どもたちの様子を見守っていきたいと考えています。 

また、夏休みを終えてすぐのころに不登校が増えるのは、全国的な傾向です。主な理由は、無気力・不安とい

ったものですが、友達関係にも注意が必要だと考えています。不登校だけでなく、いじめ等のトラブルの発生に

もつながっていきます。 
 
そこで、いじめ防止の観点から、改めて次の４点についてしっかりと取り組んでいきたいと考えています。 
 
①未然防止 

→日頃の実践例を集め、リスト化して全職員で情報共有します。 

引き続き日頃の指導の中で子どもたちの「居場所づくり」や「絆づくり」に取り組んでいきます。 
 

② 早期発見 
→「子どもの小さな変化」に気づく視点からデータを集め、リスト化して全職員で情報共有をします。 

毎月実施している「なかよしアンケート」を９月初めに実施し、小さなつぶやきに耳を傾けます。 

本人や保護者、周囲の子どもたちからの声だけでなく、担任が気づくための視点をもって指導にあたり、 

複数の職員で事実確認をして、保護者と情報共有をします。 
 

③ 適切かつ迅速な対処 
→初期対応の流れについて改めて整理し、動きや対応について共通理解を図ります。 

事実確認に基づき、加害児童へ指導を行うとともに、被害児童の心のケアや解決に向け見通しをもった 

対応を行い保護者と情報共有をします。 
 

④ 再発防止 
→未然防止の「居場所づくり」や「絆づくり」とともに、経過観察と継続した指導を行い、複数の職員で確 

認できる体制づくりや「いじめ問題対策委員会」で対応の評価、事例の検証を行い、指導体制を見直します。 
 

学校でできることは積極的に取り組んでまいります。保護者・地域の皆様との連携も大事なことと考えており

ますので、お子様の様子で気にかかることがあれば、遠慮なく学校へご相談ください。 

南小に咲くひまわり(7/24撮影)） 


